
○
　
中
津
家
・
リ
ビ
ン
グ 

　
　
中
津
裕
一
（
３
６
）
、
中
津
健
太
（
３
３
）
、 

　
　
部
屋
の
真
ん
中
で
向
か
い
合
っ
て
立
っ
て
い
る
。 

　
　
部
屋
の
ソ
フ
ァ
ー
に
は
、
中
津
大
樹
（
６
３
）
、 

　
　
中
津
圭
子
（
６
１
）
、
座
っ
て
い
る
。 

　
　
健
太
の
少
し
後
ろ
に
は
、
中
津
美
香
（
３
３
）
、 

　
　
中
津
瑛
太
（
１
０
）
、
少
し
心
配
そ
う
に
様
子 

　
　
を
伺
っ
い
る
。 

裕
一
「
今
日
は
、
俺
に
華
を
持
た
せ
て
く
れ
」 

健
太
「
何
の
こ
と
だ
よ
」 

　
　
裕
一
、
グ
ー
を
自
分
の
前
に
出
す
。 

　
　
健
太
、
グ
ー
を
前
に
出
す
。 

裕
一
「
最
初
は
グ
ー
」 

裕
一
と
健
太
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
！
」 

　
　
健
太
、
パ
ー
を
出
す
。
裕
一
、
グ
ー
を
出
す
。 

裕
一
「
今
ま
で
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
」 

　
　
美
香
、
健
太
の
左
腕
も
持
っ
て
、
瞳
を
潤
ま
せ 

　
　
て
い
る
。 

○
　
裕
一
宅
（
夜
・
以
下
回
想
） 

　
　
散
ら
か
っ
て
い
る
部
屋
の
真
ん
中
に
置
か
れ
て 

　
　
い
る
机
で
、
裕
一
（
３
３
）
、
パ
ソ
コ
ン
に
向 

　
　
か
っ
て
、
脚
本
を
書
い
て
い
る
。 

　
　
机
に
は
、
食
べ
か
け
の
晩
御
飯
（
カ
ッ
プ
ラ
ー 

　
　
メ
ン
）
が
置
か
れ
て
い
る
。 

　
　
裕
一
の
ス
マ
ホ
、
机
の
上
で
鳴
る
。 

　
　
裕
一
、
パ
ソ
コ
ン
を
打
つ
手
を
止
め
、
ス
マ
ホ 

　
　
を
見
る
と
、
母
（
圭
子
）
か
ら
の
着
信
。
電
話 

　
　
に
出
て
、 

裕
一
「
も
し
も
し
」 

圭
子
の
声
「
も
し
も
し
、
裕
一
？
」 

裕
一
「
う
ん
、
ど
う
し
た
の
？
」 

圭
子
の
声
「
来
週
な
ん
だ
け
ど
ね
、
健
太
が
こ
っ
ち 

　
　
に
寄
る
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
す
る
？
」 

裕
一
「
う
ー
ん
」 

　
　
壁
に
か
か
っ
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
（
９
月
）
を 

　
　
見
る
。 

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
９
月
３
０
日
に
『
期
限
』 

　
　
と
書
か
れ
て
い
る
。 
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圭
子
の
声
「
忙
し
い
？
」 

裕
一
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
」 

　
　
裕
一
、
机
の
引
き
出
し
に
を
開
き
、
中
か
ら
銀 

　
　
行
の
封
筒
を
出
し
、
中
を
見
る
。 

　
　
封
筒
の
中
に
は
、
三
千
円
。 

裕
一
「
う
ー
ん…

行
く
わ
。
何
曜
日
？
」 

圭
子
の
声
「
（
嬉
し
そ
う
な
声
で
）
金
曜
日
。
晩
は 

　
　
み
ん
な
で
食
べ
る
か
ら
」 

裕
一
「
分
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
、
お
や
す
み
」 

圭
子
の
声
「
お
や
す
み
」 

　
　
電
話
が
切
れ
る
の
を
待
ち
、
机
に
ス
マ
ホ
を
置 

　
　
き
、
再
び
パ
ソ
コ
ン
を
打
ち
始
め
る
。 

○
　
中
津
家
・
玄
関
（
夕
方
） 

　
　
圭
子
（
５
８
）
、
小
走
り
で
や
っ
て
来
て
、
玄 

　
　
関
の
扉
を
開
け
る
。 

　
　
扉
の
向
こ
う
に
は
、
裕
一
、
立
っ
て
い
る
。 

圭
子
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」 

裕
一
「
も
う
、
来
て
る
？
」 

圭
子
「
来
て
る
わ
よ
」 

　
　
裕
一
、
靴
を
脱
い
で
中
に
入
る
。 

○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
方
） 

　
　
圭
子
と
裕
一
、
入
っ
て
来
る
。
ソ
フ
ァ
ー
に
は 

　
　
大
樹
（
６
０
）
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
椅 

　
　
子
に
は
、
健
太
（
３
０
）
、
美
香
（
３
０
）
、 

　
　
座
っ
て
話
し
て
い
る
。 

圭
子
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
来
た
よ
」 

裕
一
「
遅
れ
た
。
ご
め
ん
」 

健
太
「
（
少
し
笑
っ
て
）
何
で
福
岡
か
ら
来
て
る
俺 

　
　
ら
よ
り
遅
い
ね
ん
」 

裕
一
「
ご
め
ん
や
て
」 

美
香
「
（
裕
一
に
）
お
先
に
、
お
邪
魔
し
て
ま
す
」 

　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
明
太
子
と
博
多 

　
　
通
り
も
ん
の
袋
が
置
か
れ
て
い
る
。 

裕
一
「
い
つ
も
お
土
産
、
あ
り
が
と
う
」 

美
香
「
い
え
い
え
」 

裕
一
「
瑛
太
は
？
」 

健
太
「
学
校
あ
る
か
ら
、
友
達
に
預
け
て
き
た
」 

裕
一
「
そ
う
か
」 
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圭
子
「
さ
ぁ
、
晩
御
飯
に
し
ま
し
ょ
う
」 

　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
料
理
が
並
べ
ら 

　
　
れ
て
い
る
。 

　
　
み
ん
な
で
、
和
気
藹
々
と
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
。 

　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
全
員
、
部
屋
で
く
つ
ろ
い
で
、
テ
レ
ビ
を
見
て 

　
　
い
る
。 

大
樹
「
健
太
は
、
仕
事
ど
う
な
ん
？
」 

健
太
「
順
調
や
で
。
福
岡
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た 

　
　
し
、
最
近
昇
給
し
た
し
」 

大
樹
「
そ
う
か…

」 

　
　
裕
一
、
椅
子
に
座
っ
て
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
。 

　
　
室
内
、
沈
黙
の
空
気
が
流
れ
る
。 

裕
一
「
（
小
さ
め
の
声
で
）
な
ぁ
、
健
太
」 

　
　
健
太
、
急
に
立
ち
上
が
り
、 

健
太
「
（
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
）
よ
ー
し
、
今
日 

　
　
も
や
る
か
！
」 

　
　
裕
一
の
方
を
見
る
。 

　
　
裕
一
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り
、
健
太
の
前 

　
　
に
立
つ
。 

圭
子
「
ま
た
、
や
る
の
？
　
止
め
と
き
ぃ
や
」 

大
樹
「
（
笑
っ
て
）
ホ
ン
マ
や
、
お
前
い
つ
も
勝
た 

　
　
れ
へ
ん
や
ん
け
」 

健
太
「
い
つ
か
、
勝
つ
ね
ん
」 

　
　
裕
一
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
な
い
。 

健
太
「
よ
し
！
　
今
回
は
い
く
ら
に
す
る
？
」 

裕
一
「
（
少
し
考
え
て
）
１
万
」 

健
太
「
１
万
な
。
よ
し
、
勝
っ
た
方
が
一
万
や
」 

　
　
張
り
切
っ
て
い
る
。 

健
太
「
い
く
ぞ
！
　
最
初
は
グ
ー
」 

健
太
と
裕
一
「
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」 

　
　
健
太
、
パ
ー
を
出
し
て
い
る
。 

　
　
裕
一
、
チ
ョ
キ
を
出
し
て
い
る
。 

健
太
「
う
ー
わ
。
マ
ジ
か
よ
ぉ
」 

　
　
鞄
か
ら
財
布
を
出
し
、
財
布
か
ら
一
万
円
札
を 

　
　
出
し
て
裕
一
に
渡
す
。 

健
太
「
次
は
、
勝
つ
か
ら
な
！
」 

　
　
裕
一
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
お
金
を
受
け
取
り
、 
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裕
一
「
あ
り
が
と
う
」 

　
　
一
万
円
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
。 

圭
子
「
だ
か
ら
言
っ
て
ん
の
に
」 

　
　
圭
子
と
大
樹
と
健
太
、
笑
っ
て
い
る
。 

　
　
美
香
、
浮
か
な
い
表
情
を
し
て
い
る
。 

○
　
同
・
廊
下
（
夜
） 

　
　
誰
も
い
な
い
廊
下
。 

　
　
ト
イ
レ
を
流
す
音
が
し
て
、
裕
一
、
出
て
来
る
。 

　
　
す
る
と
、
美
香
、
部
屋
か
ら
出
て
来
る
。 

　
　
裕
一
と
美
香
、
会
釈
す
る
。
少
し
近
づ
い
て
、 

裕
一
「
本
当
に
、
い
つ
も
ご
め
ん
ね
」 

美
香
「
え
っ
、
あ…

い
や
」 

裕
一
「
あ
い
つ
、
い
つ
も
パ
ー
し
か
出
さ
な
い
か
ら
」 

美
香
「
（
少
し
笑
っ
て
）
そ
う
で
す
よ
ね
」 

裕
一
「
（
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
）
ご
め
ん
な
さ
い
。 

　
　
い
つ
か
、
俺
が
チ
ョ
キ
を
出
し
ま
す
か
ら
」 

美
香
「
健
く
ん
、
い
つ
も
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
兄 

　
　
貴
は
い
つ
か
成
功
す
る
。
あ
と
、
ち
ょ
っ
と
だ 

　
　
か
ら
っ
て
」 

裕
一
「
（
嬉
し
そ
う
に
）
そ
う
で
す
か
」 

　
　
健
太
、
部
屋
か
ら
出
て
く
る
。 

健
太
「
何
し
て
ん
の
？
」 

裕
一
「
（
健
太
を
見
て
）
お
前
が
、
ア
ホ
や
っ
て
話
」 

健
太
「
は
ぁ
？
　
何
や
ね
ん
そ
れ
！
」 

　
　
３
人
、
笑
い
合
う
。 

○
　
中
津
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
回
想
終
了
） 

　
　
裕
一
と
健
太
、
向
か
い
合
っ
て
、 

裕
一
と
健
太
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
！
」 

　
　
健
太
、
パ
ー
を
出
す
。
裕
一
、
グ
ー
を
出
す
。 

裕
一
「
今
ま
で
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
」 

　
　
美
香
、
健
太
の
左
腕
も
持
っ
て
、
瞳
を
潤
ま
せ 

　
　
て
い
る
。 

裕
一
「
ホ
ン
マ
に
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う
」 

　
　
健
太
、
パ
ー
を
出
し
た
ま
ま
、 

健
太
「
（
嬉
し
そ
う
に
）
お
め
で
と
う
」 

　
　
裕
一
、
健
太
の
手
を
握
る
。 

裕
一
「
お
前
の
お
か
げ
や
。
受
け
取
っ
て
く
れ
」 

　
　
膨
ら
ん
だ
封
筒
を
、
健
太
に
差
し
出
す
。
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